CORONA 


コ□ナ密閉式石油ストーブ 

取扱説明書 


お客様へ 

本製品は消費生活用製品安全ま（消安ま）で指定され 
る特定保巧製品です。 

法定点検を受けるために所有者登録を巧ってください。 

(製品に同個した r 巧有を票」に記入し巧西願います。） 


エフエフエスジー ケー FF タイプ 

型 FF - SG 6811 K 〔FF 式聞射） 

ユーエイチエフエスジー ケー UH タイフ° 

す UH - FSG 7011 K [ ff 式輯射+ 雨 



このたびは、コ□ナ石ミ由ス I ブをお買いあげ 
いただき、まことにありびとラございました。 
正しくお使いいただくために、この取扱説明書 
をよくお読みください。 

なお、お読みになった後ちお使いになるちびい 
つでも見られる巧に「保証書」-「工事説明書」 
となに大切に保管しでください。 


A 警告 


ほ用燃料：! ( f 油 


KEROSENE ONLY 
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田特に iii していただまたいことほ S のために 《 ずおがください) 


この取扳説明書および製品への表示では、製品を安全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々への危害や財産へ 


の損害を未然に防止するために、いろいろな絵表示をしで 
います。その表示と意巧は次のよラになっでいます。内容 
をよく理解しでから本文をお読みください。 

この表示を無視しで、誤った取り振い 
をすると、人び死亡、重傷を負ラ可能 
性または火ぶの巧能性び想定される内 
客を示しでいます。 

この表示を無視しで、誤った取り扳い 
をすると、人び傷害を負ラ可能性ゃ牧] 

的損害の発ちび想定されるの客を示し 
でいます。 


A 警告 
A ま意 


本で中のマークは、次の意味を表しまず。 

/- T - - --1- 



、 

このマークは、「を意」して 
いただく内容です。 

0 ® ® 

このマークは、してはいけ 
ない「禁止」を表していまず。 

oc 

このマークは、必ず実行し 
てし、ただく r 指示」を表して 
いまず。 


警告 ( WARNING ) 


カソリン厳禁 

ガソリンなど揮発性の高いミ由は、絶巧に使巧しない 
でください。少量の混入でち义おの原因(こなります。 


(§) 


スプレー生厳禁 

スプレー圧や力じットこんろ巧ボンべ 
などを、温風のあたるところに放置し 
ないでください。熱で生の圧力か'上びり、 
爆発しでを険です。 



給排気筒（管、ホース）がれを険 

給が扇筒（管、ホース）び外れたまま使 
巧しないでください。 

外れでいると運転かに排方スび室のに漏 
れで、后陵です。 




給が気筒トップにはを網などは巧けない 

，指が気筒トップには、ちよけのためのを網などは巧 
けないでください。 

給排気の妨げになり、異常燃烧を起こしがガスび室 
内に漏れる可能1’生びありを険です。 



定期点検の実施 

定期的 （2 をに1回程度）に点検•整備 
を受けでください。 

点検を受けすじ長期間使用し続けると、 
故障や事故の原因になり危険です。 
点検-整備はお買い巧めの販売店や資 
格害のいる店に依頼しでください。 



巧類の乾燥厳禁 

巧類などの乾燥には使用しないでください。 
巧類び乾燥すると、ストーブの熱気でゆれで 
落下しで义びつき、义巧の原因になります。 



温風吹出□をふさびない 

巧類、紙などで温風の出□や空気取入□を 
ふさびないでください。 

巧類、紙などでふさぐと、異常燃焼や乂が 
の原因になります。 



給排気筒トップ閉そくを険 

給排気筒トツプの固りび雪でふさびれたままで 
使巧しないでください。ふさがれでいるときは、 

歸雨Iでくドゴい 

また、板などじよる「雪囲い J はおが気の妨げ 
になるのでおやめください。閱そくしでいると 
運転かにがガスびき内にもれで、ち険です。 



ご自身での据付け*移設工事の厳禁 

お客様ご自身による工事は危険です。 

据巧け工事は販売店や専門業客じごの頼, ill 
ください。 

(ストーブを移設させる場台も同じです。） 




ほ温やけどに注意 C UH タィブ ) 

長時間皮膚の同じ場所に離れないで ん 

くださし、。 

比較のほい温度 （40 〜 60’C) でもほ温 /も 
やけどや脱水症状の原因となります。 ム ~ 



么注意に AUTION ) 

カーテン-寝具など可燃物近接禁止 

カーテン-巧団や毛巧など燃えやすいちの// // /! \J 
のそばなどで龍しないでください。 /( ； » ス 

火災び発生するおそれびあ0 j 1 

ます。巧燃物との離隔距離に ® \ 

ついでは28ぺージを参照しで ^ 

ください。 しゾ 1 

給油時消乂 A 

义がのおそれびあります ww 

ので、給;由は、必ず消义 々が矣 

し、义の気のないところ ^ 一一 つ JL~^ 

でおこなっでください。 

y 















































注意に AUTION) 


A 


異常時使用禁止 

巧一異常を感じたとぎは、使 
用しないで < ださい。 

異萬燃焼のおそれびあります。 



0 


分解修理の禁止 

故障-破損したら、使巧しな 
し、でくださし、。 

不完をな修理は、危険です。 




V——^ 



高温部接触禁止 

燃焼かや消义直後は、高温部 
(前パネル-前面ガードなど） 
給が気筒トップにまなどふれ 
ないでください。やけどの 
おそれびあります。 



温風(し直接あたりない 

温風に直接長時間あたらないでください。 

低温やけどや脱水症がじなるおそれび 
あります。 

参特にお子様やおを寄り、体の不自由なちび使われるときは、 
周囲の人び十分ま意しでください。 



腰をかけたり物をのせない 

機器の上にのったり、腰をかけたりしないで 
ください。機器の故障や、やけどのおそれびあります。 
機器の上に巧びんや水を入れたちのなどを置かない 
でください。水びかかると漏電や故障のおそれびあります。 




改造使用の禁止 

改造しで使庙しないでください。また、ストーブ 
や給が気筒には巧暖房巧の熱交換器などを取り付 
けないでください。 

乂おや排万スび室のに漏れる原因となり危険です。 


0 


電源コードを傷めない 

電源コードに巧理な力を如えた 
り、傷なけたりまねたり、物を 
のせたり加工しないでください。 

また、電源プラヴを巧くときは、コードを持って引き抜 
かないでください。义災や感電の原因になります。 



電源プラグは確実に差し込む 

電源プラヴはコンじントに根元まで確実に差し 
込んでください。また、傷んだプラグやゆるんだ 
コンじントは使田しないでくださし、。 

乂災の原因になります。 

めれたまでの巧き差しはしないでくださし、。 
感電の原因になります。 



長期間使用しないときは電源プラグを巧く 


長期間使用しないときまたはな管するときは、必 
す電源プラヴをコン它ントからないでください。 
义ぶや予想しない事故の原因になります。 


€ 


電源プラグのお手入れをする 

ときどきは電源プラヴを巧き、ほこりおよび金属 
物を除去しでください。 

ほこりびたまると湿気などで絶縁不良になり乂ぶ 
の原因になります。 


〇 


指や異物を入れない 

前面ガードの中や空気取入れ□などに指や 
可燃物-針金などの異物を入れないでください。 
けびや乂おの原因になります。 


0 


変質打油禁止 

変質な;由（持ち越した 0;' 由など）、不純なミ由 
(巧れた打;由、かの混じっている灯';由など）を 
使庙しないでください。異萬燃焼のおそれびあります。 


0 


フィルタを外しての運お禁止 

対流巧送風機のフィルタを外したが態で運輯しま 
すと、カーテンなどを卷きこんで义巧になるおそ 
れびあります。 

またまなどふれるとけびをするおそれびあります。 


0 


な油の保管 

なミ由は、乂気、雨水、ごみ、高温および直射日光 
をさけた場所に保管しで < ださい。 

ガソ I 」ンなどと一緒にな管しないでくださし、。 
誤って使巧すると異萬燃焼や义巧のおそれびあります。 


〇 


電源の接続 

電源は適正配線されたおホ目100 V のコンじント 
外は使苗しないでください。発熱•発乂の原因に 
なります。電源コードは、适中で接続したり、延 
長コードの使南-他の電気器具とのタコ足配線を 
しないでください。発熱•発乂の原因になります。 


0 


初めてお使いになるとをの注意 

初めでお使いになるときは、耐熱塗料などび焼き 
巧くまで煙と臭いび化ます。しばらくの間、窓を 
あけで部屋の換気をおこなってください。 

また、ル鳥やル動物などに影響する場合び考えら 
れますので、この間は部屋に入れないでくださし、。 


〇 


油漏れ確認 

ミ由タンク-コ''ム製送;由管-接ち部•給 
ミ由コックおよび機器などからのなミ由漏が 
れびないことを確認の上ご使南くださし、。 

なミ由び漏れでいると义災のおそれびあります 



循環液顺 i 水•不凍椒①保管にま意 C UH タイプ 


幼兒のまの届かない巧に保管しで 
ください。 

后 一、 飲んだ場合には吐かせで、 
医師の診断を受けでください。 



カーぺットのはがれにを意 C UH タ イプ 

力一ぺツトびすれたりめくれた 
まま使用しないでくださし、 

巧パネルに直接離れるとやけど 
のおそれびあります。 



シスターンの水位にま意 C UH タイプ 

循環水は、上限か位が上入れないよラ 
ミ主意しでください。 

あふれる場合びあります。 


〇 










































么ま意に AUTION ) 

給排気筒付近の可燃物近接禁止 ^ 

給が気筒トップのおくに、 U ミ由や可燃物など 口 ^ 

引义のおそれのあるちのを置かないでください。 

义おのおそれがあります。 

L の 

を Jiiiiir 

外出ずる時は消乂 A 

外出するときは、必す運転を停止し wW 

ミ肖义しでください。 

\ 

特殊用途には使用しない /C\ 

食品-精密機器-美術品のお径や、動植物の V S/ 

飼育•栽培などには使巧しないでください。 

y 


お願い （ NOTICE) 

機器を廃棄するとさのま 意 

な油の廃棄 

ストーブを廃棄処分するときは、定;由面器のな;'由を 

な';由の廃棄処分は、な巧をお買い巧めになった 

巧さ取ってください。に0ページ） 

販売店にご相談ください。 

なミ由び入ったまま廃棄するとリサイクルの際に 


思わめ事故になるおそれびあります。 

ノ 


宜使用ずる場所 


ス I -ーブをち全に使巧するためには、場所の選定び大切です。 

安全に使用するために 



A •マントルピースなどに据付ける場合は、標準据巧け例にしたびつでくださ 
し、。に8ぺージ） 



•標高び1500上の場所では使用しないでください。高地で使用される 
場合は調整び必要です。 

(空気の濃度び薄いため、燃烧に必要な空気び不足します。詳しくは、ェ 


事説明書 


高地または延長給が気で使用の場合 


をご覧ください。 


♦クリーニンヴ店-美客院など化草薬品を使用する場所では使用しないでく 
ださい。化尊薬品などの影響じより、異常燃焼や故障の原因になります。 

•乾燥室、温室、飼育室など、動植物の胃成裁培に使用しないでください。 


効果的に使用ずるために 


" k の下や壁面に設置 

♦外気に接する窓の下や 
壁面に置くと、ち気び 
ス I -ーブで暖められで 
巧流しますので効果的 
です。 



r ごを意1 ストーブの前面に障害物を置かな 
いでください。 

参障害物びあると、部屋の温度にむらびで 
きるばかりでなく、本体の温度び上昇し 
で危睽です。 

参ス I -ーブの前面の空間を広くとれる場所を 
還んでくださし、。 



参熱に弱いカーペットや巧の上で長時間使巧すると、変色したり、そり返ることがあります。 


熱に強いマツトなどを敦いでください。 


广 UH タイプつ 

•ストーブ前面からはふく射熱びでますので、巧暖パネルとの距離を考慮しでください。 
•温水配管の長さびできるだけ短くなるよラな位置にス I -ーブを設置しでください。 




ノ 




































































回さ部のち赖 

外観図 


はの H タイカのみ巧象です。 



操作部 


運起ボタン 


表示部 


表示サー=スタ（内部） 


定ミ由面器 U 它ットボタン 


FF タイプ） 




給水□扉 

エア-おき 7 りレブ； 

水位 - ih 

温水戻りり^岳 7 k 夕■ョイシト y ; 


温水往ぎ □ (温水ジョイント） 


は （ UH タイプ）のみ対象です。 



過熱防止装置 

(過熱防止サーモスタツト(ち)） 
不完を燃焼防止装置(※ガスじンサー） 

X運較かはガスじンサーび発光、点滅する為、 
隙間から光び見えることがあります。 

プリント 
配線板 
フレーム 
□ツド 


電磁 

ポンプ 


定ミ由面器 


巧震 S 動消乂装置 
(内部） 
































































































































































表示部の名称と働き 


★イラストは説巧のためを部表示した状態にしであります。 




ま） XEP は （ UH タイプ)のみな象です。 


g 動/ま動表示 


I 自動運頭中 
’ま動運記中 


「白動」表示 
「手動」表示 


eco 表の 


'eco (王〕）運輯 
中に点なします。 


運捉中表示 


‘運輯中に点な 
します。 

’予燃巧は点ミ威 
します。 


設定温度表示 


I 白動および eco (エコ） 
白動運較時に設定した 
設定温度を表示します。 


室内温度表巧 


•運頭中に室の温度を表示 
します。 

• トラブル凳を時に白己診 
断モニタを表示します。 


X \\ ^ \\ 

自動手動 eco 運倉や 設定温度室内温度 

，タイマー現を時刻 — 11 —i — 1 

午前•ご•ロロ I — 1 I — 1 
午後い- : UU •しし。 C しし た 


タイ7— -現な時刻表示 

1 還 脚日' 

時計動作□□ン 

. タイマー運輯時には、「夕 
イ7—」び点灯びします。 

-タイ7—および現な時刻 
を含ねせるときは「タイ 
マー」「現な時刻」び点 
滅します。 

•通萬は現を時刻を 
表示します。 

-タイ7—運転時は 
タイマーじット時 
刻を表示します。 
(タイ7 — 運転時 
は節電のため、 
タイマ ー t ット 
時刻表示の日月る 
さ（輝度）び落 
ちます。） 

•現を時刻を表示し 
でいると童は点ミ威 
しでいます。 

• タイマー它ット時 
刻を表示しでいる 
ときは消なしまず。 



チャイルド 
□ック表示 

•チャイルド□ック 
びじット状態のと 
きに「一 CU を 
表术します。 


今 


設定床温 


燃焼表示 


‘現在設定されでいる 
乂力をグラフ表示します。 



I 床暖運輯時に巧温を巧温調節ボ 
タンで設定するときに点なしま 
す。 

I ドツトは床温を設定するとき点 
なします。巧温設定後は消巧し 
ます。 


X 設定床温表示 


-床温調節ボタンで設定した床温 
をブラフ表示します。 

-巧温調節ボタンで床温を設定し 
でいるとさと、「ストーブ巧暖」 
運転を開始するときに、設定し 
た床温をブラフ表示します。 

参表示しでから日秒後に、上の燃 
烧表示に戻ります。 

•クラフ表示び3個点巧したとき 
は、適温設定になります。 


■運転停止中は節電のため、表示はすべで消なします。 

参現在時刻を確認したい時は、操たボタンのいすれかを押しでください。1分間、現在時刻を 
表汀^します。 

参タイマー運輯中は節電のため、表示びすべで暗くなります。 

参運転停止中も現在時刻を表示させることびできます。 

1己ページの(運転停止中ち時計を表示させたいとき)の頂を参照しでください。 































































操作部の名称と働き 




を） X 印は （ UH タイプ ） のみが象です。 



♦はじめでお使いになる前に 

輸送時の傷を防止するために、表示部-操作部の表面には保護フィルムび貼ってあります。ご使巧前に 
取り除いでください。コーナー部おに t □八ンテープを貼り付けで、いっしよにはびすとより簡単に取 
り除けます。（保護フィル厶は、ストーブの設置工事の際(こはびしである場合びあります） 

■表示部の明るさ調節 

参温度設定ボタン （+) を巧しなびら （一) を押すことにより、表示部の明るさを 
調節することび化来ます。 



































































































に変質したち 
、黄色巧びか 
り、すっぱし、 
，、びします。 

なミ由用のポリ 
クをお使し、く 
八 

はシーズン中 
，、さりましよラ。 


燃料は必すの';由 （ J に1导な;'由）を使用しでください。 

♦ 险誓留 ガソリンなど揮発性の高い;'由は、絶巧に使田しないでください。义災の原因になります。 
♦^11 変質な;'由、不純な'油などは、絶巧に使用しないでください。 

参ミ壬意 I な;'由は必す义気-雨水-ごみ-高温および直射曰化をさけた場所にな管しでください。 

ガソリンなどと一緒に保管しないでください。誤って使巧すると異常燃焼や义災のおそれび 
あります。 


な油とガソ II ン①見分けかた 


指先に燃料をつけ、息をふきかけ 
ます。 

(义の気のない巧でおこなつでください。) 



なミ由は 
めれたまま 


X 涵 


ガソリンは 
すぐ乾く 


変質な油•不純灯油とは- 


巧シーズンよ 
り持ち越しの 
巧油 



長期間曰がに 
あたる巧や温 
度の高い所に 
保管した巧油 



客器のふたび 
開けであったり、 
乳白色のポ IJ 
容器で保管し 


たのミ巧 



か-ごみやな 
ミをむがの巧び 
ほんのねすか 
でち混入した 
な油 




のは, 
つた 
にお ( 

•必ず: 


ださI 
>な油 


化‘ごみ’方ソリン‘ 
重油•お械油- 
シンナー•居ミか 
でんぷら巧 


■変質の';由や不純な';由を使用すると… 

♦ミ由の程度にちよりますび、燃烧不良をおこしたり、ス I -ーブの損傷を早め、故障の原因になります。 

参水やごみび送;由経路に流れこみ、燃焼不良や着义不良の原因になります。 

■巧一変質'灯';由や不純な';由を使巧したとさは… 

参お買いホめの販売店または、おおくのコ□ナサービス它ンターにご連絡くださし、。 

•変質な巧、不純なミ由か’原因で修理を巧頼されたときは、保証期間中でち保証の巧まがとなります。 
•変質打巧の処理でお困0の場合は、 I 打油をお買い求めの販売店にご相談ください。 


給油 



-給’油ポンプ 


■給油の際の手順とミち意 


••給油□ふた 
ストレーナ（内部） 

-ミ由量計 

送ミ由バルブ 
水 グージ 
水拖言バルブ 
Zf ム製送;'お管 


A ミち意义災のおそれびあ0ますので、給'油は、必す消义し 、火の気の 
ないところでおこなつで<ださい。 

•送ミ由ノりしブを閱じでおミ由□ふたを外し巿販の給ミ由ポンプで給ミ由しでください。 
ミ由量計の針び 「満 J をさしたら給;由をやめでください。 

給ミ由後は、給ミ由□にあるストレーナを取り出しで、水やごみびたまつでい 
たら掃除しで < ださい。 

参ストレーナを取り付けで、給油□ふたを必ずちとどおり締めでください。 

参給;由の際は、か-ごみなどを入れなレよラに注意しでください。 

水-ごみなどは燃焼不良や、ス I -ーブの寿命ほ下などの原因になります。 

参給;由□ふたは、確実に閱めでください。 

♦こぼれたロミ由はよくふきとつでください。 

■燃料切れの注意と空気巧をの方法 
油タンクを空にしないよラ';主意しでください。 

•ミ由タンクを一旦空にしますと、送';由経路内に空気びたまり、正常に送巧びできなくなることびあります。 

このよラな場合は巧の順唐で空気抜きをしでください。 

1. 送;由バルブを閉め、ミ由タンクに給ミ由します。 

2. ス I フ'のコ''ム管□から、コ''ム製送ミ由管を外します。 

3. 送ミ由ノ ' U しブを開けゴム製送;由管からなミ由び連続しで流れ出ることを確かめ 
でからコ''ム製送;由管をちとどおりにス I -ーブじ取り付けます。 

(ロミ由びこぼれないように容器を用意しでください。） 



凸使用前の準備 

燃料 





















































参!]/ま意 I ス I -ーブの左側面の水位計で、シスターンタンクの規定水量（上限水位と下限 
水位の間）まで循環か（コ□ナ床暖房用循環液）び入っていることを確認しでください。 
循環液び'入っている場合は黄色になります。 

循環水は上限が上入れないよラに';主意しでください。 

水位び下限な下の場合は床暖房専用補巧液を入れでください。 


■温水配营の水漏れの確認 C UH タイカ 


重輯 M 始 前の華備と 谭!1^ 

■安全装置のセット、取扱上の注意 

定油面器のセット 


初めで使巧するときやシーズン初めには、ス I ブ正面ち下のな巧から見える定巧面器リ tz ットボタン（ホ色) 
を軽く押し下け'でください。 


♦リ t ットボタンは据巧け時やシーズン初めに操作します。定ミ由面器に 
強い衝撃をちえたり異萬びあったとき!^外は、特に操たする必要はあり 
ません。万一点乂操た後口';由び出ずにモニタサイン R (1 または r , Ei?i 
び表示されるよラな場合は i 」 t ットボタンを押しでください。 

(安全巧び列れ、灯巧びスムーズじ流れます。） 

♦ i 」 t ットボタンは乱暴に扱ったり、5秒な上巧したままの状態には絶 
巧じしないでください。（定ミ由面器から灯ミをびあふれたりすることび 
あります。） 

♦カラーは絶巧に列さないでください。 


■送油経路の油漏れの確認 

• I 么ま意 I ' ぶタンク-ゴム製送'油管-接合部-給'油コックおよび機器などからなミ由漏れびないことを確認の上 
ご使用ください。な'油び漏れでいると义災のおそれびあります。 


参ミ由漏れのあるときは使巧を中止し、ミ由タンクの送ミ由バルブを閉じでからお買い巧めの販売店または、おおくの 
コ□ナサービスじンターにごホ目談ください。 


■ 電気配線の確認 

参 レ^を意 I 電源プラヴをコン它ントに根までお実に差し込んでください。 

参電源コードび給が気筒などの高温部にふれるおそれのないことを確認しでください。 

I ごを意 I 電源プラヴ‘ コードの発熱-発乂を防ぐために ••• 

参電源は必す適正配線された単相1日 0 V のコン t ントを使用しでください。 

♦電源コードは、途中で接続したり延長コードの使巧 • 他の電気器具とのタコ足配線をしないでください。 

■循環水の水位確認 ( UH タイプ） 




•ス I -ーブ内部や温が配管接合部からか漏れびないか確認しでください。 

♦床暖パネルの温か配管の途中にバルブを取り付けた場合は、必すバルブび開いでいることを巧認しでください。 






















































国使用方法（巧い方) 


チャイルド□ック 


の解除 


初めで電源プラヴをコン t ントじ差込んだ場含、デジタル表示が I - [L I じなりまず。 
運転する場合は巧の手順で操作しでください。 



運転開始（点乂）-運転停止（消乂) 


〔点乂順序) 


運転中 



運起ボタンを巧しで「入」にしでくださし、。 


キラリングび点灯し「運転か」表示び点滅します。 

ホ熱び完3すると自動点乂し、そのを「運転中」表示び点灯に変わり温風び 
化ます。 


参着义時、放電音と同時に着义音を発することびありますび、異常ではありません。 

♦点义操作放電（着义）まで、室温により予熱時間び多が変化しますび、約2分かかります。 
参着义後しばらくしでから温風び化始めます。 


〔消乂順序) 



運転ボタンを巧して「切」にずる 

参「運転中 J 表示び消なします。 

消乂後は本体内部び冷ま P するまで送風を継続し、約10分をに 
巧流用送風機び停止します。 


♦ 「么注意 I 2曰 UUi 家をあけるなど長期間使用しない場合は、運転び完をに停止しでから電源プラヴ 
をコンじントから抜いでください。 

•外出のときは、必す運転を停止（消火）しでください。 

参運転停止後、燃焼室びを却（消乂表示び消な）するまでは電源プラグを巧かないでください。 

ちし、巧きますと、ストーブの表面温度び上昇します。 

♦緊急時]^外に、ストーブに強い衝撃を与えたり、電源プラヴを巧いでの消乂はしないでください。 








































室温の調節 

■ 「自動運転」の場を 

操作部の乂力調節の自動/ま動ボタンを巧しで「自動」表示にすると、ルームサーモによる自動運転となり、室温を 
10で〜30でまで設定できます。表示部に設定温度び表示されるので巧のよラに調節しでください。 



自動/手動ボタンを巧して「自動」表示にします。 

• 表示部に設定温度と室内温度び表示されます。 

参ルームサーモによる自動運輯となり、設定温度に自動調節されます。 

(ルームサーモは、できるだけ部屋の温度を代表できる位置に取り付けでください。） 
参予熱び完3すると自動点义し、そのを「運転中 J 表示び点なじ変わり温風び化 
ます。 

〔室温の調節）をおこなつでください。 



•温度設定ボタン「+」を押すたびに1ですつ上びります。 
(上限30で） 

参温度設定ボタン 「一 J を押すたびに1ですつ下びります。 
(下限10で） 

〔お願い^ 


•室温調節は、ス I ''ーブの位置や部屋の大ささなどで、必すしち表示部の室内温 
度と室温とは一致しません。このよラな場合は、ルームサーモを工事説明書の 
「■ルームサーモの取りはけち」を参照しで適切な位置に巧け換えでください。 
♦一度設定温度をミ夫めると、その設定を記憶しでいますので、変更しない限り、 
消'义を再運転する場合ち同一の設定温度になります。 （30 秒末満の厚電や電源 
プラグを抜いた後でち設定温度を記憶しでいます） 


参自動運転時に微か义力でち室温び設定温度より上昇する場合、設定室温より3で上昇すると自動的に消乂する 
eco (エコ）運転をおすすめします。 （ P 12 eco (エコ）運転の頂参照） 

室温び設定温度より3で上昇すると消义し、お部屋のムダな暖めすぎをおさえます。 


■ 「手動運転」の場合 

手動運転時には固定义力運転による义力調節び巧能です。义力は6段階に調節され、表示部にグラフ表示されます。 
乂力設定ボタンで巧のよラにご希望の义力に調節しでください。 


1表示切換）ド自動/魏） 

一 


自動/手動ボタンを押して「手動」表示にします。 

♦表示部に室内温度、义力びブラフ表示されます。 

参予熱び完3すると自動点乂し、そのを「運転中」表示び点灯に変わり温風びでます。 



をおこなつでください。 




♦ 乂力設定ボタン「+」を巧すたびに1乂力すつ上びります。（上限 6) 

♦ 乂力設定ボタン「一」を巧すたびに1乂力すつ下びります。（上限1 ) 


<巧暖房運転時のま動义力調節についで> 

参本ストーブの床暖房能力は使用义力によって変化します。パネル敷置数び多い 
場さ义力調節びほいと巧暖パネルび温まらないことびあります。お使いのパネ 
ル敷置数をご確認の上、下記の表を目をに义力の調節をしでご使用ください。 


置 数 

3 

4 〜 6 〜 10 

义 力 

■ 

-〜-〜- 


10 
































床暖房運転とス I -ーブ運転の切換えのしかた。喧 iZ ) 


ストーブ巧暖房運転とストーブ単独運転の切換えのしかた 


♦ス I ''ーフ'巧暖運転をおこなラ場ちは運輯ボタンを「入」にし、巧暖ボタンを押しで巧暖房運転じの換えで運転 
しでください。巧暖房運転時には床暖ランプび点巧します。ス I -ーブ単独運転をおこなラ場合は再度、巧暖ボ 
タンを押しでください。ス I -ーブ単独運転時には巧暖ランプび消灯します。 


■ストーブ巧暖房で運乾する場ち 

-床暖ランプび点な 


■ストーブ単独で運転ずる場台 

-巧暖ランプび消灯 



■運転中に巧暖ボタンを操作した場合 

参 I ストーブ単独運転^ス I -- ブ)未暖房運窗]…「ジュ ー j という循環かの蒸発音びすることびありますび異常ではありません。 
♦ I ス I ブ巧暖房運転^ス I — ブ単独運転1•''循環ポンプは本体内部ち却のため約 10 分後に停止します。 


床暖パネルの温度調節 (UH タイプ） 


ス I ブ巧暖房運転の場合、循環水び設定温度になるよラに、自動のに温度調節されます。 また' 設定床温は 6 段階に 
ブラフ表示されます。グラフ表示 3 つ目は、床暖パネルのカーぺット表面をほぼ 33 〜 34 で（床暖パネル 3 畳の場合）に 
なつ循環水温度を示します。ご参考にされると便利です。 




参な温調節ボタンを巧すと巧のよラに床温調節でき設定巧温表示ヴ 
ラフち移動点灯します。 



…1回押すと設定温度を6で上げ、ブラフ表示び上に移動。 
•••1回押すと設定温度を6で下げ、ブラフ表示び下に移動。 


参設定巧温は、床暖パネルの温度設定です。お部屋の温度設定は温度調節ボタンでおこなつでください。カーぺッ 
卜の表面び熱くなりすぎないよラ設定巧温には、十かミ主意しでくださし、。 


D 



























eco (エコ）運転 


eco (エコ）運転は、自動運転時に eco 運転ボタンを巧すとご希望の設定温度に枕り換わり、 t ーブ消义と eco 
它ーブ運転でムダな暖めすぎをおさえ、経済的で快適な温度を保ちます。 

また、自動運転時は最大义力を70〜90%、手動運転時は80〜90%におさえでお部屋を暖めすぎないよラに運15します。 


自動運転時 


[設定温度20での場合] 

♦ eco (エコ）運転参 eco セーブ運転 


•セーブ消义 








eco 運輯ボタンを巧すと 
設定温度び20てじな!り 
換わります 


最大义力を70〜90%に 
おさえで室のを暖房します。 


ムダな暖めすぎを抑そ、快適な 
室温を保ちます。 


室温び設定温度より約3で 
上昇すると;'肖义し、設定 
室温まで下びると再点义 
します。 


※設定温度の初期設定は20でです。設定温度は、温度設定ボタンで10〜30でに変更できます。 

参室温び20で未満で30かな上運転した場合は、最大义力を90%じおさえで運転します。 

参室温び20で上の場含、最大义力を80%におさえで運転します。 

参室温び24でな上で30分じ(上運転した場合、（設定温度を22で]^上に設定）最大义力を70%じおさえで運転します。 


を動運転時 


>室温び 20’CJ^ 上の場合、最大乂力を90%におさえで運転します。 

>室温び24でな上で30分じ(上運転した場含、最大义力を80%じおさえで運転します。义力表示は最大のままです。 


■ eco (エコ）運転方法 



leco (エコ）運おの解除 


eco ボタンを押して < ださい 

•「eco」 表示び点灯し、 eco 江])運転に入ります。 

参ま動運輯の場合は最大乂力時に eco (エコ）運転びはたらきます 


再度、 eco ボタンを巧してください 

参 「eco」 表示び消灯し、 eco 江〕）運転を解除します。 

•eco (エコ）運転を辭除すると eco (エコ）運輯前の設定にちどります。 


>eco (エコ）運転は一度它ットすると記憶されますので消义しでち解除されません。 


参電源プラグを抜いたり、停電びあった場合は自動的に解除されます。 


eco 


自巧 eco 连ぉ中 

™|| み己己. C'Uc 


Imimmimig ミ 


iiiiiiiiiiiiiiiiilPI 
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微少運転 


•運輯中に微かボタンを巧すと、ワンタッチで最ル乂力になり、部屋の暖めすぎを防止します。 
微かボタンを再度巧すと、ワンタッチでいつち使用しでいる設定に復帰します。 


■微か運転方法 



■微少運転の解除方法 


微少ボタンを巧してください 

参微かランプび点灯し、乂力び微か义て)じ設定され微か運転に入ります。 


再度、微少ボタンを巧してください 

♦微かランプが'消なし、微か運転を辭除します。 

参微か運輯を解除すると微か運転前の設定に戻ります。 


現在時刻の調節方法 


表示切; 



現巧時刻 


♦初めで使用するときや、電源プラグをあいたときは、時刻表示部に 
— :- . び表示されます。 

♦表示切換ボタンを押しで「現在時刻」表示にします。 

現在の時刻または一：一一.び表示され「現在時刻」表示び点滅し 
ます。 

♦時刻設定ボタン（時）（分）を押しで現在時刻をちわせます。 

1回押すごとに（時）は1時間、（分）は1か進みます。 

押し続けじよるボタンの受け付けちおこないます。 

/時刻設定は「現在時刻」び点滅中設定できます。点滅び終3し、\ 
表示びのり換わった場ちは、再度表示切替ボタンを押しで設定し 
\でください。 / 


例：午前別き15分に合わせる場合 

参「時」ボタンを押しで"午前6 : 0 0" じします。 


— A 照） 

自を/翊 - 

現在時刻 

温度/時刻/义力- 

午前 r-nn 

— ▼汾） 

〇•し,し,. 

「分」ボタンを押しで"午前6 : 

1 5" じします。 

' A 個） 

自を/手を 

現在時刻 

温度/時别/义力 

午前 C . い二 

•彻而' 、 - 

U * し,. 


参時刻合わせをおこない表示切換ボタンを巧したとき、または5砂間操たがなく自動的に表示び切り換わったときに 
時計動作び開始します。 


参約30秒]^内の停電であれば、再通電をち現在時刻を表示しますので時刻合わせの必要はありません。 
それ U (上の停電で、一: -- .び表示されたら時刻ちわせをおこなつでください。 
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タイマーの使用方法 

■タイマー時刻の合わせ方 



タイ7— 


現在時刻とタイマー時刻び設定されでいないと、タイマー運乾は 
できません。 

♦表示切換ボタンを2◎押しで「タイマー」にします。 

現在のタイマー時刻または一: --. び表示され「タイマー」び点 
滅します。 

♦「時」 • 「分 j ボタンを押しでタイマー点乂時刻を合わせます。 

1回巧すごとに「時」は1時間、「分」は5分進みます。 

♦表示切換ボタンを押しでください。 

これでタイマー t ット時刻び記憶されました。 


午前6時30分に合わせる場含 

♦「時」ボタンを押しで"午前6: 0 0" にします。 


A 腳 

自国/聞 〜と T - 

温度/時刻/义力 

微^^ な - 

一 ▼汾） 

タイ 7— 

午前 ら 。[I 

I「か」ボタンを押しで"午前6: 3 0" にします。 

〜 A 脚 

卽 / 翊 

タイ 7— 

忌度/時刻/义力 ぶ 

午前 c on 

'化か': 

U-JU 

- r \ 


■タイマー運転方法 




1. 運転ボタンを巧しで「入 J にしでください。 

(運転中の場合は運転ボタンを押す必要はありません。） 

2. 運転するときのご希望の温度設定または、义力設定に合わせでくだ 
さい。 

3. タイマーボタンを押しでください。 

♦タイマー表术とタイマー tz ット時刻び表な^され、タイマー運転に 
入ります。 

(このとき本体内部ち SP のため対流巧送風機び10分間運転します。） 


• タイマー運転設定をに停電 (30 秒]^上)びあった場ちや、ストーブを 
揺らしで、巧震自動消义装置びた動した時は、点乂しません。 

V_/ 
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■タイマー運転の解除 



♦再度、タイマーボタンを巧しでください。 

♦タイマー表示び消灯し、時刻表示に現在時刻び表示され（「運転中」 
点滅)タイ7— 運転び瞄除され、自動的に運転を開始します。 
♦運転を停止する場合は、運転ボタンを「切」にしでください。 


参外化時など、留守中に燃焼を開始するようなタイマーじットは、絶なじしないでください。 
参タイマー運転中は節電のためタイマー它ット時刻表示の明るさ(輝度)び落ちます。 


現在時刻-タイマーセツト時刻の確認 


■現を時刻の確認 


♦表示切換ボタンを押しで「現在時刻 J に合わせます。 



時計表示に現在時刻び 
表示されます。 


タイマー t ット時刻の確認 


♦表示の換ボタンを押しで「タイマー」じ合わせます。 



時計表示にタイマーじット時刻び 
表示されます。 


自動序動 



チャイルド□ック 


お子様などによるいたすら操作の防止や、誤って運転ボタンを押しでち点乂しないよラじしたいときに使巧します。 

■チャイルド□ツクの它ツト 



チャイルド□ックボタンを3秒内に3回巧してください。 

♦時刻表示部に r- /-/!■ I と表示されるとじット完3です。 

•運転中または厚止中でもチャイルド□ックできます。 

参チャイルド□ックを t ットすると全での操作を受け巧けません。 

(運転ボタンを押すと、アラームと! -厂/ 1表示の点滅でお知らせします。 ) 


■チャイルド□ックの解除 

再度、チャイルド□ックボタンを3砂に(内に3回巧してくださし、。 


(連続しで押しつづけると、現な時刻表示と 


表示を繰り返します。 


表示び現在時刻表示じなり、辭除されます。 


運転停止中も時計を表示させたいとさ 

運転停止中は節電のため、表示はすべで消にしますび、下記のちまにより現在時刻を表示させることびでぎます。 


参表示切替ボタンを押しなびら、時刻設定ボタン(時)を押します。1分]^上経っても時間表示び消なしないことをお 
認しでください。 

♦ちとに戻したし假 S ま、同じように表示の曽ボタンを巧しなびら時刻設定ボタン(時)を押しでください。 

参30砂な上の長い停電びあった場合は、再度操作をおこなって < ださい。 
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使用上の注意 

本書の「特に'ま意しでいただきたいこと、まをのために必すお哥りください J の他に、巧の頂目についでもミ主意しでください。 



♦ストーブの前パネル-前面ガードなどは高温です。やけどにミち意しでください。 

特にお寺さまをス I ブにおづけないでください。 

♦前面ガードを列したまま使巧しないでください。 

誤って放熱器や平面ガラスなどの高温部にふれますとやけどをします。 

♦雷び発生したとき、霊（誘導霊）により一時的な過電圧びかかってち、過電圧防止装置び機器を保護するし 
くみになっでいますび、大きな雷（直撃雷など）の場合は、電子部品を損傷する恐れびありますので、電源 
プラヴをコンじントから巧いでください。 

♦おが気筒トップやが急管は畐温です。やけどにま意しでください。 

险警告 I 参給が気筒トップ聞そく危険 

給排急筒トップの周りび雪でふさびれたままで使用しないでください。 

ふさびれでいるときは、除雪しでください。 

また、板などによる「雪囲い J は給が気の巧げになるのでおやめください。 

聞そくしでいると運転かじがガスび室内に漏れで、后険です。 

♦平面方ラスにはかをかけたり、衝撃をあたえたりしないでください。方ラスび割れ后険です。 

♦ス I — ブ前面なおは、ふく射熱び強いので熱に弱いちのを置いたり、敷いたりしないでください。 

変色や変形したりすることびあります。 

♦シーズンオフのよラに長期間使巧しないときは、電源プラヴをコン t ントから巧いでください。 



CUH タィプ J 

参設定床温は、床暖パネルの温度設定です。お部屋の温度設定は温度設定ボタンでおこなつでください。 

カーぺツトの表面び熱くなりすぎないよラ設定床温には十分ミ主意しでください。 

♦長時間皮膚の同じ場所に目$れないでください。 

比較的ほい温度 （40 で〜60で）でちお温やけどや脱水症状の原因になります。 

参腐貪予防及び凍結予防のために循環液は必すコ□ナホ暖房用循環液（別売品）をご使用ください。 

他の不凍液を使巧したり混ちしたりすると製品の寿命び短くなります。 

♦循環液は3年を目安に入れかえでください。（開封した循環液ち含む） 


自己診断モニタ 

- ** -- - — 

ス I -ーブにトラブルび発ちするとトラブルの状態び設定室温表示に記号表示（自己診断モニタ）されます。 
この場合は「故障■異萬の見分けちと処置ち法」 （23 〜24ページ）をご覧のラえ、必要な処置をしでください。 


〈自己診断モニタ〉 


表示 

原 因 

辭蹄ち法 

表示 

原 因 

辭隔ちま 


—/ 

ご, 

遠中消义 

① 

，口，' 

ポットす熱不足 

⑨ 


r 7, 

不着 乂 

が 

ポット温度ほ下 


二つ 

对震た動 

'-し-' 

ポット異萬過熱 


Zi 1 

過熱防止装置作動 

户 5 

冨顺 不良 


ご/— 

排気管扳け検知作動 

!二 。X 

熱交サーミスタ断線 

① 


二ら 

ルームサーモ断線 

F 1义 

熱交トミスタ温度異清(床置房運輸 

巨’二!.巨巨 

停 電 

，〔，ご※ 

湯温サー S スタ断線 

E 日 

疑似 乂 お 

F 二1义 

寶交サ-ミスタ温度異萬(スト-ブ運転） 

EFI 

燃烧南送風機異窜橫出 

，ご,' - X 

湯温サーミスタ短絡 

C r 

ルームサーモ短總 

I-IF 

不完き ga 膛置微日部異帯 

③ 

と,二! 

対流巧送風機異甫検出 

!-![ 庶威 

不完全燃烧防止装置作動 

C r 

空気サー S スタ温度異常 

卜が点滅 

運続不完全職烧通知磯能作動 

らし,' 

表示サー C スタ温度異萬 

卜!り 点、口 

再点义防止機能作動 

④ 


ま）が (] は dUH 》 イプ）のみ巧まです。 


の 運転ボタンを一旦「の"こし、再び「入"こしでください。 

② お買いボめの販売店または、おおくのコ□ナサービス t ンターに修理を f 巧頼しでください。 

③ 直ちに部屋の換気を十分にしで、運転ボタンを一旦「切 J にし、再び「入」にしでください。 

④ 聞除できません。直ちに部屋の換気を十分にしでお買い巧めの販売店または、おおくのコ□ナサービス忆ンター 
に修理を依頼しでください。 

参お買い巧めの販売店または、おをくのコ□ナサービス它ンターに連経しでいただく際は、表示しでいる自己診断モニタちお知らせください。 
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回ま全装置 


このストーブには巧のよラなま全装置びついでいます。 

すべでのまを装置は、異常び取り除かれでち再度点乂操作をしなければ運転は停止したままです。 


安全装置 


原因 * 作動結果 


処置方法 


巧震自動消乂装置 

表示） 


参強い地震（震度約51^上）や 
衝撃を受けたとぎ 

ク 

• 自己診断モニタ〔£リ表示 
-白動のに消义 


•ストーフ'の周のや給気ホース-が 
気管の外れ、巧漏れなどの異常び 
ないことをお認しでから点乂操作 
をしでください。けす震自動消乂 
装置は作動を自動的に它ットされ 
ます。） 


点乂まを装置 
燃焼制御装置 

参フレームロツド 


♦点义 S スをしたとき 
参途中消乂をしたとき 
•炎び異常にルさいとき 


ク 


E 1 1表术- I 康 术 

(途中消义） （不着义） 


自己診断モニタ 
巧巧表示 
自動的に消义 


1表示または 


参「日常の点検.ま入れ」り9~21 
ページ）をしでから点乂操作を 
しでください。 

参なおち異萬びある場合は、お買 
い巧めの販売店または、おおく 
のコ□ナサービス t ンターに修 
理を依頼しで < ださい。 


停電ちを装置 


•停電したとき 
参電源プラグび抜けたとき 


I EE 康术 - 

圧国表示 

(30 秒 •(上） 

( 5秒しツ上^ 


\3日秒未満 y ) 


ク 


通電後自己診断モニタ L ££ J 表示 
または I £引 表示 
g 動的に消乂 


• I f りの場含、チャイルド□ック 
を能除しでから時計などの t ット 
をし、点乂操作をしで<ださい。 

♦ IP 引の場合、通電後再点乂操作 
をしで < ださい。 

♦電源プラヴを確認しでください。 


過熱防止装置 

♦過熱防止サーモスタット（ち） 
X参過熱防止サーモスタット（左） 


參サーモスタツ 


CL ! 


表示) 


♦フィルタやストーブの前面びふ 
さがったとき 

♦ス I ブの前面(こ障害物などび 
あるとぎ 

•熱交換器び異常に熱くなったと 

き ク 

-自己診断モニタ Li ゴ J 表示 
- g 動のに消乂 


♦フィルタの掃除-障害物を取り除 
いでください。に0ページ参照） 
♦なおち異常びある場合は、お買い 
ホめの販売店または、おおくのコ〇 
ナサービス它ンターに修理を依頼し 
でくださし、。 


不完全燃焼防止装置 
•ガス tz ンサー 
の-に 1点滅表示） 

連続不完全燃焼通知機能 
- 11 - 1 1点滅表示） 


再点乂防止機能 
(胃点な表示） 


• 排気び室のに漏れ不完を燃焼防 
止装置び働いたとぎ 

〇 

自己診断モニタ [7^ 点滅表示 
自動的に消乂 

• 不完全燃烧防止装置び連続しで4回作動し 
惜続不完を燃烧通麵勘び II いたとき 

ク 

自己診断モニタ。^点滅表示 
白動的に消乂 

>さらに不完全燃焼防止装置（不完を燃焼 
通知機能）び連続しで3回た動し再点义防止 
顯旣 m がとき口 


自己診断モニタ I ぶ-,' I 点な表示 
白動的に消乂 
再点义できません。 


• 部屋の換気を十分にしでください。 
♦肖原管び外れでし、ないか、他の燃 
焼機器の影響を受けでいないか確 
認しでください。 


>部屋の換気;を十分'にしで、お買い 
求めの販売店または、おおくのコ 
□ナサービスじンターに修理をの 
頼しでください。 


ま）※印は 〔 UH タイブ）のみな象です。 
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画その他の装置 


装置の名称 


原因*作動結果 


処置方法 


排気管巧け検知装置 

表示） 


参が気管の接続部び列れたとき 

♦排気管巧け検知用リード線か'が 
れたり、断線したとき 


ク 


自己診断モニタ幻表示 
ス I -ーブの運転を停止 


参給が気筒および排気管の接続部 
に、列れ-ゆるみびないか確認 
しでください。 

参が気管抜け検知用リード線のゆ 
るみまたは、がれ-のれびないか 
確認しでください。ねじ 

給が気筒 


給気 □' 
キャップ 




f 

排気管抜け 
模知巧リー 

ド線 


燃焼用送風機異常検出装置 

表示） 


>回転数び巽萬にほ下したとき 

自己診断モニタ店因表示 
ストーブの運輯を停止 


参お買いホめの販売店または、お 
巧くのコ□ナサービス t ンター 
に修理を依頼しでく ださい。 


巧流用送風機異常検出装置 

表示） 


>回転数び異萬にほ下したとき 

自己診断モニタ店互表示 
ストーブの運転を停止 


参お買いホめの販売店または、お 
おくのコ□ナサービス t ンター 
に修理を依頼しでく ださい。 


過電流防止装置 

(表示部を消な） 


参内部配線のショートじより過電 
流び流れたとき 

ク 

-電流ヒューズびのれ、すべでの 
運転を停止 


参お買い求めの販売店または、お 
近くのコ□ナサービス t ンター 
に修理を依頼しでく ださい。 


X 循環水過昇防止装置 

(熱交サーミスタ） 
表示） 


参循環水び極端(こ減みしたとき 
参循環水び循環しないとき 


ク 


自己診断モニタ圧 iJ 表示 
ス I -ーブの運転を停止 


M 盾環水の量を確認する等により 
循環水過昇原因を取り除いでか 
ら点乂操作をしで < ださい。 

>なおち異常びある場合は、お買 
い巧めの販売店または、おおく 
のコ□ナサービスじンターに修 
理を依頼しでください。 


異常温度検知装置 

(表示サー三スタ） 
表示） 


>フィルタやス I ブの前面び 
ふさびったとき 
>ストーフ'の前面に障害物など 
びあるとき 


ク 


自己診断モニタ圧と J 表示 
白動的に消义 


♦フィルタの掃除-障害物を取り 
除いでください （20 ページ参照） 
参なおち異常びある場合は、お買 
い巧めの販売店または、おおく 
のコ□ナサービス t ンターに修 
理を依頼しでください。 


ミち） X 印は 〔 UH タイプ）のみ巧まです。 
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画曰常の点検•手入れ 

点検-手入れのときの注意 

点検-ま入れは消义を、ストーブび十分ちえでから必ず電源プラヴをコン它ントから抜いでおこなつでください。 

♦電気部品の分解や巿販品との交換は組巧にしないでください。 

参電装 部品や燃焼部の分辟はお巧にしないでください。 

点 検-手入れ の必要項目、時 期、方法 

■周囲の可燃物（使用ごと） 

♦ 「么ま意| ス|ブの周囲は、甫に整理•掃除し、燃えやすいちのを置かないでください。 

■ほこり（使用ごと） 

•ストーブにほこりび巧いた状態で運おをしないでください。 

•ストーブが観のほこりや;'ちれは乾いたやわらかい巧などできれいにふきとつでください。シンナー-アルコー 
ル- ベンジンなどは使用しないでください。変色します。 

■油漏れ-油のたまり-油のにじみ（使用ごと） 

♦置台-ミ由タンクにミ由漏れ-ミ由のたまりやミ由のじじみびないか、点検しでください。 

また、給;由の際にこぼれた灯;由はよくふきとつでくださし、。 

参;' 由漏れびある場合は、お買いずめの販売店または、おおくのコ□ナサービス t ンターに修理をめ頼しでください。 

■ゴム製送油管の点検-交換の目ま（シーズンの初め） 

参 |么注意1 ミ由タンクやコ''ム製送';由管-接合部-給ミ由コックおよび機器などからのなミ由漏れびないことを確認の 
上ご使苗 < ださい。 

•ゴム製送';由管は、屋がで使用しないでください。屋列での使用は禁止されでいます。 

参 ゴム製送ミを管は、経年変化しますので、までみし巧げ、ひび割れびないか点検し、ひび割れびあると 
きは交換しでください。交換の目まは、3年に1度です。交換はお買い求めの販売店または、おおくの 
コ□ナサービス t ンターに依頼しでくださし、。 


■油タンク（シーズンの初め、適時） 

•ミ由タンク内に水やごみびたまっでいないか点検しでください。 

ミ由タンク内の水巧きおよび掃除は、巧タンク付属の取扱説明書に従っておこなっでください。 

■給排気筒接続部のゆるみおよびトップ周囲の点検（使用ごと） 

参 0^警告 I 給排気筒（管•ホース）び外れたまま使用しないでください。列れでいると運転中にがガスび漏れ 
で危険です。 

参 警告 I 積雪びをいときには、給が気筒トツプの固りび雪でふさがれでいないことを盾認しでください。 

参給排気筒およびトップの周囲に障害物び置いでないか、ときどき点検しでください。 

障害物び置いである場合は、移動しでください。 

■給排気筒接続部のゆるみおよびトップの周囲 （1 シーズン1〜2回） 

♦給排気筒び'つまると、不完全燃焼をおこします。 

シーズン初めには必す点検し、くもび巣をつくったり異物び入ったりしでい 
るときは、必す掃除しでください。 

•給が気筒およびが気管の接続部び別れたり、が気管抜け検知用リード線び 
列れたり、断線しでいないか点検しでください。 

•給が気筒を一度取り列しで、再び取りはけるとさ、が気管の接続内部には 
めこんである01」ンヴび破損しでいないか確かめでください。 

破損しでいた場台は、お買い巧めの販売店または、おおくのコ□ナサービス t ンターに交換を依頼しでください。 

■給気ホース-排気管の点検（シーズンの初め、適時） 

•給気ホース-が気管の接続部びパれでいないか点検しでください。 

•給急ホースが’が気管にあたっでいないかを点検しでください。 
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■定油面器のストレーナの掃除と水巧き（適時） が買い刺)の輸脯たは，抛くの]日ナサ-ビスむ》-じ贼扎でくださし、 y ) 
参定巧面器には、ごみを除くためのストレーナびついでいます。ごみびたまると、灯;由の流れをさまたげで不着 


义や途中消乂の原因となります。なのよラに掃除しでください。 



1. ミ由タンクの送巧バルブを閉じでください。 

2. 前面ガードを取り外し、前パネルを固定しでいるねじを2本外し、 
前パネルを取り外しでください。 

3. ストレーナの掃除□に八ガキなどの厚紙を差し込んで、ミ由ガイド 
を作り、その下に容器を置いでストレーナの止めねじをゆるめで 
がしでください。定'油面器の;'ちれた灯なやごみび全部流れ化ます。 

4. ストレーナを取り化しで、きれいな灯油の中ですすぎ洗いをしで 
ください。（水で;先わないでください。） 


組み立てるときは 

•ストレーナコ厶パッキンを忘れめようじしでください。 

参ストレーナを逆に入れないでください。また、底部（黒勘び 
必す左横になるよラに取り付けでください。 

参ストレーナの止めねじを固く綿め巧けでください。 

参';由漏れびないかお認しでください。 


参灯ミをにかび混入すると定;由面器内までかび入ることびあります。この場合、内部の部品び腐食する原因になり 
ます。適時巧の要領で水抜きをしでください。 


ドレンネジ 
のリング P 5 NBR ) 



1. ミ由タンクの送ミ由バルブを閉じで、ストレーナの掃除の頂と同様にストレーナ 
の掃除□に八ガキなどの層紙を差し込んでガイドを作り、その下に客器を置 
いで < ださし、。 

2. ドレンネジをゆるめで、水び混入したの'油を全部巧いでください。 

(ドレンネジじついでいる0リンブをなくさないようにを意しでください。） 

3. 組み立ではドレンネジを、〇リンヴを傷つけないよラにミ主意しで 
元通りに固く締め付けで、巧漏れが'ないことを確認しでください。 

(〇リングがさちんと取りはけられでいないと船扇れなどの原因になります。） 

♦定;由面器の水あきは、；由タンクの点検をおこなつでち異常びなく、 

Iz Z ’ f 合び頻襄に化る場合のみおこなつでください。正常に燃焼しでい 
る場合は点検する必要はありません。 


■巧流用送風機のフィルタの掃除（週に1回む上) 


参フィルタびごみやほこりで目づまりすると、送風力び弱くなり排気温度上昇やス I ブの表面温度び上昇する 
原因になります。〔過熱防止装置または表示サー5スタの働きで運転が停止する場台があります。〕 

運転を停止しでから、巧の要領でス I ''ーブ裏面のフイルタの掃除をおこなつでください。 



1. 左図のよラにフィルタのとつでをつまんでち印のよラにフィルタを上(こ引き 
出し、ストーフ背面から取り列しでください。 

2. フィルタに付着したほこりを掃除機で吸い取つでください。 

3. 掃除び終わりましたら、ちとどおりに取り巧けでください。 


• / K 注意フイルタをかしたまま運拓しないでください。 


巧流用送風機のフィルタを外した状態で運転しますと、カーテンなどをきき込んで乂巧になるおそれびあります。 
また手などをふれるとけびをするおそれびあります。 


■地震などの災害び発生したときの点検 

♦地震などのが害び発生し、ストーブに振動や衝撃び加わったときは、運転前に必ず巧の点検をおこなっでください。 

-おが気筒まわりの外れ、漏れの確認 -機器の損傷点検 

-なミ由配置からの漏れ確認 

•点検で巽萬びみつかった場合は、お買い巧めの販売店または、おおくのコ□ナサービス t ンターに修理を巧頼 
しで < ださい。 


20 




















■循環水の補給（適時） Ojh 夕が 

参シスターンタンク内の循環水は、かしずつ蒸発しますのでときどき確認しでください。循環かび不足しでし、る 
場合は、そのつど規定水位まで巧暖房専用補巧液を巧給しでください。 



1.ス I -ーフ'左側面の給水□扉を開き、給水ガイドを取り出しでくださ 
い。 



2. シスターンタンクのキャップを外し、給水ガイドを取り巧け、水 
位計の規定水位（上限水位）まで循環水（床暖房専用巧巧液）を入 
れでくださし、。 


ご江意 I 循環水は「上限」上補給しないで<ださい。 
使巧かに循環水びあふれことびあります。 


• コ□ナ純正な暖房巧循環液は、凍結予防の他に巧暖房に使用される機器（ストーブ-床暖パネル-配管部品 
など）の防鐘効果を目的にたられた循環液です。循環液はすでに純かで適正な濃度に調含しでありますので 
試運輯時にはこのままス I ブに入れでください。 

参他な銘柄の防請剤、不凍液（特に車両用など）を使巧したり、混合したりすると防饋効果び発揮されず機器 
の耐夕性びそこなわれたり、粘度びあわずポンプの性能び十分発揮されすに沸臆しでしまラことびあります。 
参循環液は3をを目まじ入れかえでください。（開封した循環液ち含む） 

参循環液の凍結温度は、 一20 でに調ちされでいます。 


■温水配管の点検-交換の目安（シーズンの初め、適時） ( UH タィプ ) 

参ストーフ'内部や温水配管接続部分から水漏れびないことを確認しでください。 

参パックチユーブは経巧変化しますのでまでかし巧げ、ひび割れびないか点検し、ひび割れびあるときは交換しでく 
ださい。交換の目安は3年に1度です。交換はお買いホめの販売店または、お近くのコ□ナサービスじンターに依頼 
しでください。 


21 
































回定期点巧 


長期間ご使巧になりますと、ス I ブの点検び必要です。 

2シーズンに1回程度、シーズン終3後などに、点検を実施しでください。点検のご相談は、お買いホ 
めの販売店または、おおくのコ□ナサービスじンターちしくは修理資格者〔（財）日本石ミあ燃焼機器保守 
協含 （ TEL 03-3499 — 2928) でおこなラ技術管理講習含修3若 （6 油機器技術管理±)など〕のいる店 
までお問い合わせください。 


愛情点検 

1 長年ご使用の密閉式石油ストーブの点検をぜひ！ 1 

の 

こんな症状は 
ありませんか 

•ミをちれびする。 

参強いにおいびする。 

♦運転中に異常な音がする。 

♦その他の異常や故障びある。 


ご使用中止 

故障や事故の防止のため必す 
お買いホめの販売店または、おち 
くの〕 □巧ービス 它ン ターにご 
連絡ください。 

点検理についでのご費巧など 
詳しいことはお買い求めの販売 
店または、お巧くの〕□ナサービ 
ス它ンターじご相談ください。 
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画な障-異常の見分け方と処置方法 


■なのよラな現象は故障ではありません。 

•修理を依頼される前にちラー度おおかめください。 


現 象 

説 明 

点 

初めで使巧するとぎやシーズンの初めに煙や 
においびでる。 

耐熱塗料やほこりか'焼けるためです。 

しばらく窓をあけで換気をしでください。 

乂 

時 

燃焼開始時や消义をに「ピチピチ」や「カンカ 
ン J といラ音びする。 

本体内部び熱により膨張、収縮するためです。 

消 

乂 

点义時にポンと音び'する 

点义するときに発生する着义音で、異常ではありません。 

ストーブ本体から水び霧発する「ジュツ J といラ音びする 

結露水び熱交換器内部で讓発する為です。異常ではありません。 

時 

「ブーン J と音びする 

モータの運転音で異常ではありません。 


運転開始時、「カツチカツチ」といラ音が'する 

製品の機能上（リレー音）であり異萬ではありません。 


■使用中に異常びありましたら、次表により原因を調べで処置をしでください。 

•原因のわからないときや、処置のむすかしいときは、お買い求めの販売店、またはおおくのコ□ナ 

XE 口の現象-原因はし UH タイプ J のみな象です。 


現象 

原因 
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電源プラヴをコンじントに差し込んでいない 














強い地震びあった。または、ス1 ブじ衝撃をちえた 



• 











送油バルブが閉まっている 

• 

• 












定ミ由面器の安を装置び作動しでいる 

• 

参 












コ''ム製送油管に空気だまりがある 

• 

• 












定ミ由面器に水、ごみび入っている 

• 

参 












給が気筒の設置び富華通りでない。が気管び長すぎる 














対流巧送風機のフィルタ(こほこりびたまった 




参 




参 






給排気筒の工事が不適当のため排気ガスを吸い込んでいる 

• 













ルームサーモの取り付け位置び悪い 














給排気筒トップの巧端がおおわれでいる 

• 













油漏れびある 














給排気筒接続部ががれでいる。 

排気管抜け検知用リード線端子接続がゆるんでいる 





参 









フレーム□ッドにすすび多量に巧着した 

• 






• 







循環ポンプが故障しでいる X 









参 





循環水び不足しでいる X 









• 





温水配管びつぶれでいる。温水ジョイントのコックび閉じでいる^ 









参 





長時間停電びあった （30 砂)^上- EE 表示) 






• 








厚電びあった （ 1秒な上30秒ホ満 -fq 表示） 






参 








電源電圧 (ACl 00 V ) が低くなっでいる 














不完全燃焼防止装置び故障している 










参 




室内に排気ガスび漏れた 











参 

• 

• 
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現 象 

説 明 


《の-部が揺らぐ。談の中じ黄色しぶ(献)び混じる 

異常ではありません。 

燃 

給が気筒の先端から連続的に白煙び化る。 

外気温びおくなると、が気ガス中に含まれでいる水分び凝結 
しで水臺気になるためで、異常燃焼による白煙ではありません。 

焼 

な’油ぎれの際、一瞬炎び大さくなつで消'义する。 

異常ではありません。 

時 

タイマー運転中(こ表示部の表示び暗い。 

待機時の節電のためです。異常ではありません。 

そ 

「コト〕卜 J 音びする。 

電磁ポンプの運転音で異常ではありません。 

の 

前面ガードがすこし巧びる。 

前面ガードの一部か'熱により膨張するためです。 

他 

ス1-ーブの背面びラすく光る。 

スクルトンのひかりび際間からちれるためで異常ではあ 
りません。 


ガラス円筒び白くなる 

なミ由中の成分びガラス円筒に巧着するためです。異常ではありません。 


•巧のよラな現まのときは使用を中止し、ミ由タンクの送ミ由バルブを閉じでお買いなめの販売店または、おおく 
のコ□ナサービス t ンターにご連絡ください。 


現 象 

説 明 

置台し灯油が漏れでし^る。 

送ミ由配管より灯ミ由び漏れでいます。 


サービスじンターにご連絡ください。 ★表示部に自己診断モニタび表示されます。 
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参 





コン它ントに確実に差し込む 














ストーブの周迈や給気ホース-排気管のがれ、油漏れなどの 
異萬がないことを確認しでから点乂操作をする。 














送油バルブを開く 














定油面器1」じ、ソトボタン（赤色）を押す 



参 











燃料のれのを意と空気抜さのちま （7 ページ）を参照しで空気抜きをする 



• 











お買い求姑の販売店または、おおくの]□ナサ-ビス tz ンタ -1 こ修理を依頼する 




• 

参 









お買い求めの，目麻£または、お£くの]□ナサ-ビス t ンタ -1 こ麵を依頼する 














フイルタのほこりを掃陈する 




• 

参 

• 


• 






お買い求めの販売店または、お近くの]□ナサ-ビス t ンタ-じ修理を依頼する 










参 




適正な位置に取り巧け直す 




• 

参 

• 








おおつでいるちのを取り陈く 







参 







お買い求めの，目麻 S または、おちくの]□ナサ-ビス t ンタ-じ麵を依頼する 














お買い求めの販売店または、お近くのコ□ナサービス 
它ンター1こ修理を依頼する 














お買い求めの販売店または、お E くの]□ナサ-ビス t ン》 -1 こ1鍵を麵する 











参 

参 

• 

お買い求めの，目麻 S または、施くの]□ナサ-ビスじン》 -1 こ麵を依頼する 











• 



規定水のまで巧巧液を入れる 











参 

参 

• 

温水配管のつぶれを直す。温水ジョイントのコックを開く 














設定温度、時刻などを t ットしでから点乂操作する 














リじットしでから点乂操作する 

• 

• 












1 Aa * 1 「電気配線の確認 J (8 ページ）のの容を点検する 














お買い求めの，目麻 S または、お近くの]□ナサ-ビスじンタ -1 こ1鍵を依賴する 














直ちに部屋の換気をする。 

「不完を燃焼防止装置」 （1 7ページ)のの客を点検する。 
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国部品交換のしかた 

■部品交換のとさのま意 

ごま意 I 不完をな修理、調整は危険ですので、部品の交換、調整び必要な場合には、お買いホめ 
の販売店または、おおくのコ□ナサービス它ンターちしくは、修理資格者〔(財)曰本5ミ由燃焼機器 
保守協ミでおこなラ技術管理講習含修了者(5ミ由機器技術管理±)など〕のいる販売店にご相談くだ 
さい。 

巧品巧巧は コ□ナ純正部品 とごち定ください。 


消耗•劣化しやすい部品（交換び必要な部品) 


^ 頂目 

巧容 ] 

使用期間により交換び必 
要な部品 

バーナヘッド-バーナヘッドリンブ-スブルトン-点乂プラヴ 
フレーム□ッド-ガラス円筒-各種パッキン 

環境により劣化しやすい 
部品 

給排気筒系部品-プリント配線板-燃焼用送風機-ガス t ンサー 
コ''ム製送;由管-巧流用送風機 

変質.不純な油の使用に 
より劣化しやすい部品 

気化筒-電磁ポンプ-定ミを面器 

ノ 


函贈 (長期巧使用しない場合） 

シーズン終了時などの長期間使用しないときは、曰常の点検•ま入れの項 （19 〜21ページ）を参照し、 
巧の要領で保管してください。 

1•電源プラグをコン它ントから巧いでください。 

• I A を意長期間使田しないときは、電源プラヴを巧いでください。 


2.'ぶタンクの送巧バルフ''を閉じでください。 

3•フィルタの掃除をしでください。口 0 ぺ-ジ参照） 

4•定巧面器ののな巧をすべで巧き取っでください。口 0 ぺ-ジ参照） 

5. 本化のごみやほこりを取ってください。 

♦掃除機などでごみやほこりを取り除いでくださし、。 

6. 本化をしめらせた巧でちれを落としでから、からぶきしてください。 

7. ストーブは据がけたまま保管してください 

•背面のフィルタじほこりなどびたまらないよラカバーなどをかけでください。 

•どラしでち巧り外しで保管されるときは、ポリ袋をかぶせ、乾燥した場所に横倒しにしないよラおしまいくだ 
さい。 

•巧暖の配管を接続したままで保管する場合は、エアー巧きバルブを開いでおき、エアー巧きバルブ配管内ち乾 
燥させでください。 ( UH タィプ ） 

•巧シーズンに据はけるときには、必すお買いぶめの販売店またはおおくのコ□ナサービス t ンターに依頼しで 
ください。 


♦取扱説巧書は大のにな管しで < ださい。 
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燃料消費量 


义 

ち 

式 

用 

燃 

料 

焼 

状 

態 

床 

暖房 

運転 


UH - FSG 70 1 1 K I FF - SG 68 11 K 

気化す-強制給排気お-強制対流形 


電気点乂す 


灯油 （ J に]号な油） 


WnW ' BsS ストーブ単独運転 


発熱量 ^__ 1 _ i _ i _^ 
K S ストーブ巧独運転 

熱効恋 K 暖胃運転 
^ストーブ単独運転 

暖房出力 K ^胃 * ^ 

_ ストーブ単独運転 

最大床暖房出力（床暖房運転） 


巧乂 巧り、 


8.03 kW の. 780 L / h ) 2,26 kW (0.220 L / h ) 
'7.88 kW の. 766 L / h ) 2,26 kW (0.220 L / h ) 


熱効率 


暖房出力 


28,890 kJ ル 


28,370 kJ/h 
86 . 6 % 


86 . 0 % 

循環水量 150 L/h 
6.95 (1 回路時） 
kW 循廣水量1卵 L/h 
り◎路防〔別売品細] 


6.78 kW 


8,1已 OkJ ル 


8,150 kJ/h 
87.己％ 


7.郎 kW (0.766 L / h ) 


28,370 kJ/h 





1.98 kW 


6.78 kW 


1.98 kW 


標準適室 


床暖房運転 


ストーブを巧運転 


温暖地 
寒ち地 


温暖地 
寒冷地 


床暖房用熱交換器の最高使用圧力 
外 おブ法 



定を消費電力 


床暖房運転 


ストーブ単独運転 


待機 時 消費 電力 


ネルの接続面積 
水 配管 接続 □ 

:気筒の型すの呼び 


給排気筒の呼び径 
給排気筒の壁賃通部の孔径 


排気温度 隻卜ーフ房単品運屋 

電流 ヒューズ 



の 装置 


1.51 欄水量 150 L/h り◎お時) _ 

kW 循環水量 180 L/h (2 ◎路晚（別売品使曲 


木造29.加2リ婚）〕ンクリ-卜41.加2 (25 置 ___ 一 

木造 29.5m2(l 婚）〕ンクリ-卜 48 .加 i2 口婚） 一一一 --- 


木造29加2リ婚） ] ンク1」-卜39.5 m 2 (24 置）木造29加2り婚） ] ンクリ-卜39.加2 口簡 
木造29加 2(1 婚） ] ンクリ-卜46加2 (2 婚）木造29加 2(1 婚） ] ンクリ-卜 46. Om ? 口禮 


2 L (器具内蔵シスターン上限水位時）________-- 


シスターン大気開放 - — 

高さ600 mm 幅 696 mm 奥巧 337 mm (置台を含む） 


30.0 kq 1_ 23.0 kg 

100V 50/60HZ 


最大消費電力 880/880 W (点火晚 

燃焼時消質電力 59/ 69 W 一一 _ 

最大消費電力 860/860 W (点义瞄最大消費電力 860/860 W (点义瞄 
燃焼時消賣電で 34/39 W I 燃焼時消費電力 34/39 W 

1.0 W 


4.5 〜 16.5 m 2 (3 置〜10置）（最大燃烧時） _- 一一 ■■ - ^ _ 

外を夺 8 mm ニップル - - - 

QU 40 -已 


D 40 
伞 75 mm 


_ 260で]^ 下 _ __- -- 

260でな下 
已 A •15 A 


巧震自動消义装置-点乂安全装置-燃焼制御装置 
停電安全装置-過熱防止装置-不完全燃焼防止装置 


排気管巧け検巧装置 • 燃焼用送風機異常お出装置-巧流吊送風機異常検出装置 

過電流防止装置 • X 循環水過昇防止装置-異常温度検知装置 _ 

おが気筒 t ット1組. X パックチューブ 2.5 m •スリーブ1個-適熱板1個 
本体固定を具日1個 • コ''ム製送ミ由管締巧バンド2個 • 取扱説明書'工事説日月書‘所有者票 


を )※印は （ UH タイプ） のみ巧まです。 
標準適室は、社団法人-曰本ガス石ミ由機器工業舍の曽定薑準によります。 






























プリント配線板端子配置図 



画アフターヴービス 

■保証について 

参このコ□ナ密閉す石ミ由ス I ブにはな証書び巧いでいます。 

保証書は、必す「お買いあげ曰、販売店名」などの記入をお確かめのラえ、販売店からお受け取りじなり、大切にお 
管しでください。 

参な証期間はお買いあげいただいた曰から1巧間（本体）です。（燃焼部分は3年間） 

♦なのよラな原因による故障および、事故につきましでは、保記の対象になりませんので注意しでください。 
♦変質な';由や不純な巧など、またなミ由な外の燃料使用による故障や事故。 

♦誤った使巧方法による故障や事故。 

■修理を依頼されるとき 

参「故障-異萬の見分けちと処置方法 j に3 - 24ページ)の頂にしたびってお調べください。直らないときは、ご使届 
を中止し、必す電源プラヴを巧いでから、お買いホめの販売店または、おおくのコ□ナサービス它ンターにご連絡 
ください。 

♦ご連給いただきたい内容は巧の通りです。 

①品名②型丑:の呼び⑤お買い上げ曰④故障の状;兄（出来るだけ具体的に）⑥ご住所.ご氏名.お電話蛋号 
参修理に際しましでは、保証書をご提示ください。保証期間中であれば保証書の規定に従って無料修理させでいただ 
きます。 

♦な罰期間び過ぎでいるときは、修理すれば使巧できる製品についでは、ご希望により有料で修理いたします。 

参ご不明な点や修理に関するご相談は、お買いずめの販売店または、おおくのコ□ナサービス t ンターにお問いちわ 
せください。 

■保証期間び過ざているとさは 

•お買い巧めの販売店または、おおくのコ□ナサービスじンターにご相談ください。修理によって使巧できる製品につい 
ではお客様のご要望により有料修理いたします。 

■補修用性能部品の保有期間 

•石;由ス I -ーブの補修巧性能部品（機能を維持するために必要な部品）のな有期間は製造巧ちのりを7年です。 

■修理に出されるとさは 

•輸送時や運搬時に定;由面器のにななび残ったままですと、傾きや振動でな;由びこぼれることびありますので、必ず抜き 
取っでください。 


27 
















国据付け•あ設 

据付け-移設工事は販売店に依頼する 


据巧けや移設工事は販売店または据巧け業者に依頼し、お客様ご自身ではおこなねないでください。 

据付け場所の選定及び標準据付け例 


据巧けじついでは、乂災予防ま例、電気設備に関する技術昼準などるちの暮準びあります。工事説明書（工事編）の 
「特にま意しでいただきたいこと（安全のために必すお守りください）」をお読みになり、販売店またはお巧業着と 
よくご相談しでください。また、「標準据付け例 J についでは、下図を参照しでください。 


標準据付け例 


ストーブの据なけは下図を満足させる位置に取り付けでください。 


-巧燃物< 



[ 


() 寸法はみ H タイ::^のみ巧象です。 



巧燃物.’ 


© 


45cm 

社 


45cm 
じ I 上 


た:::.;；可撤物’.‘た-::’バこ 


参側ち障害物は、両側にあつでちよいび給排気筒と障害物、巧燃物との距離は 45 cmJ ^ 上とつでください。 

♦前ちじおや建物びある場合はおが気筒先端と前ち障害物との距離は 60 cm な上離し、かつ上ちおよび両側ちに気 
流を阻止する障害物びないよラにしでください。 

参給排気筒下面は地面から 20 cmJ ^ 上離すよラにしでください。なお積雪地域では、給が気筒先端び雪でふさがれ 
るおそれのない高さを確保しでください。 

[マントルピースなどに設置する場合のストーブ周囲寸法] 


にを意 I 



() 寸法はを H タイフ)のみ巧まです。 



防义性能認証品ですので※印の寸法で設置でぎます。 


•テレビやラジオから1 mU (上離しでください。（テレビやラジオに雜音び混入するおそれびあります。） 

参点検.手入れのためス I フ'だちの離隔距離は、左側 25 cmJ ^ 上、ち側 20 cmU (上にしでください。 

•熱に弱いカーペットや巧の上で長時間使巧すると、変色したり、そり返ることびあります。 

参木造の建物で壁にメタルラス張り、ワイヤラス張り、またはを属板張りをしである場所に給が気筒を通すとき 
は、それらの金属部に接しないように電気的絶縁をしでください。 

参壁に巧をあける場合、壁の内部にある電気配線-ガス • 水道の配管にあたらない場所を選んでください。 


imimmm 二 11 


i-Hmmmm 占 11 
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給排気筒を延長ずる場合の注意 


参給排気筒を延長する場ちは、 3 m 3 巧びりな下で取り付けられる場所を選定しでください。 


積雪地 区における注意 _ 

♦積雪の多い地ちでは、積雪時に給が気筒び雪でふさびれないよラな取巧場所を選定しでください。 
また、風びよどむよラな場所では、が気ガスを再度吸い込んで不完全燃焼を起こすことびあります。 


据付け後の確認 

据はけび終わりましたら、ちラー度、工事説明書（工事編）の「特にミ主意しでいただきたいこと（安全のために必す 
お守りください）」をお読みになり、工事説明書（工事編）に記載されでいるとおりお付けられでいるかどラかを確 
認しでください。 


遮熱板の取付方法 


♦遮熱板はス I -ーブ前面の巧面の温度上昇を防ぐちのです。 

熱に弱いカーぺットや巧の上で長時間使用すると、変色したりそり返ることがあ 
ります。 

巧面の温度上昇が気になる場合、下図のよラに遮熱ホ反を 
前面ガードに取り付けてください。 


前面ガードの横 
□ッドの下から 
6本目と7本目に 
またびるよラに取 
りなけで < ださい。 


♦遮熱おの取付方法 

1.前面ガードを取りがします。 

♦前面ガードの取り巧け-取り外しの際は、ストーブにキズ 
等をなけないよラ';主意しでください。 

•前面ガードは ★ ED 部の上下左ち4ケ巧で固定されでいます。 
取り别しは、下記のよラにおこなつでください。 

(取はけは逆の手順となります） 




2. 遮熱板を取り付けます。 

取り付ける□ッドの位置（下から6本目と 
7本目）と中むを確認し、□ッドをかし 
巧しなびら遮熱板をはめ込みます。 

ほラろラ如エを痛めますので、□ッドの 
巧し過ぎにミ主意しでください。 

3. 前面ガードを取り付けます。 

外した時とは逆の手順で、□ッド上側から 
差し这み、持ち上げで下側を差し込みます。 



•位置を間違えますと、遮熱の効果び得られません。 
正しく取り付けで<ださい。 
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定水位（上限が位）まで循環か（コ□ナ床暖房用循環液）を入れでくださ 
し、。 


巳.操た部の床温調節ボタン 「+ J 「一 J を同時に5秒間巧し続けでください。 
♦循環ポンプび運転を開始します。 

(操作部の巧暖ランプと表示部の設定巧温表示部び点滅します。） 

参化漏れびあった場合は、循環ポンプを停止させでください。 

巧暖ボタンを押しで「ストーブ'単独運転」に胡り換えることじより停止さ 
せることびできます。 

6. シスターンタンクの水位び下るので上限水位まで循環液を給水しでください。 
(シスターンタンクの水位び下がらなくなるまで給水を続けでください。） 
•温水配管施工などの関係で、エアー巧きノりしブではエアーび巧けきらな 
い場合は、巧のちまびあります。 

温水往き□のコックを「閱」じしで温水配管接続をはすし、コックを開 
いで循環水をかしすつ流し、エアーを巧く 
(循環液び流れないよラに容器を用意しでください。） / 

X 温水配管内のエアー抜きび不十分だと循環音び大きくなる事びあります 
この場含は再度エアー抜きを巧っでください。 

シスターンタンクの水位び下びらなくなったらエアー巧きノリしブを必す 
「閉」にしでください。 

参循環ポンプの運転音び静かになります。 



床暖ポタン 





試運転 

試運転は販売店または据巧業者とご一緒に必すおこなつでください。 

■運転準備 

を意 I 電源プラヴをコンじントに根开まで確実に差し这んでください。 （時刻表示び- 〔し） 

•チャイルド□ックボタンを3秒内に3回押しでください。（時刻表示び-:--.) 

参ミ由タンクに給';由し、送ミ由経路の空気あきをしでください。 （7 ページの燃料切れのミち意と空気巧きのち法を参照 
しでください。） 

参送;由経路やス I -ーブより巧漏れびないか確認しでください。 

♦前面万ードは取巧けでありますか。 

参定ミ由面器を t ットしでください。 （8 ページのまを装置の tZ ット、取扱上の';主意を参照しでください。） 

■循環液の給水方法および エアー 抜き方法 

1. 給水前にエアー抜きバルブび全開になつでいることを確認しでください。 

(工場出荷時には開いであります。） 

必す全開にしでください。 


2. 器具の左背面じある往きと戻り両ちの温水ジョイントのコックを「開 J にし 
でください。 

(参2回路配管の場合は、頂目8、9を1回路すつおこなつでください。） 
♦配管途中にバルブびある場合は、バルブを全開にしでください。 


3. ストーフ'左側面の給水□扉を開き、給水ガイドを取り出しでください。 


4. シスターンタンクのキャップを外し、給水ガイドを取り巧け、水位計の規 广 



( UH タイプ) 
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8. 温水配管経路に、水漏れのないことを確認しで<ださい。 


9. 水漏れのないことを確認したら完3です。操作部の巧温調節ボタン「+」 
「一」を同時に押しでください。循環ポンプび停止します。 

(操作部の床暖ランプと表示部の設定床温表示部び消灯します。） 

♦給水ガイドを外し、キャップをお実に締め込んでから給水ガイドを元に戻 
しで < ださい。 



■運乾 XE 口は し UH タイプ J のみな象です。 

C UH タイプ J はストーフ'床暖房運転で試運転しでください。 



— tw 巧 a - 111111 


①運転ボタンを巧して「入」(こする 

※♦「巧暖ボタソ对甲しで、ストーブ床暖房運励こする。 

※•床暖ランプび点口し、「運輯中 J 表示び点滅します。 

•「自動」表示び点なします。 

参チ熱び完3すると自動点义し、その後「運転中」表示び点口に変わり温風 
びでます。 

※温水配管経路に水漏れのないことを確認しでください。 




⑤異常び'なければ自動/ま動ボタンで、自動運転から「手動 J 表示に 
のり換えます。表示部に义力びグラフ表示されます。义力設定ボ 
タン「一」「+」を巧すとブラフび増減しで乂力び変わることと 
炎の状態をお認しでください。（各乂力で1分が上確認しでくだ 
さい。） 

参おの状態は、青し、炎の中にいくら力の黄色しぶび混じっても異萬ではありません。 


X ③床暖房パみしがで愚かくなることを確認しでください。 


♦正萬運転の目まとしで「故障-異常の見巧けちと処置ちま」に3〜24ペー 
ジ）のよラな現象のないことを確認しでください。 


④確認か'終3したら、自動/ま動ボタンで自動運転に戻しでください。 


■炎の状態 

ス I ''ーブの据え巧けや給排気筒の設置条件で炎はをか変化します。 

参炎の状態は、青い炎の中にいくらかの黄色い炎（ホ义）び寇 
じつでち異常ではありません。 


正常燃焼 

青いおの中にかし黄色い巧び混じっている 
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■消乂の手順 



運転ボタンを押しで「の」にする 

参「運転中 j 表示び消なし、表示部は時刻表示のみになります。 

♦消义後は本体巧部が'冷却するまで送風を継続し、約10分後に燃焼吊送 
風機-巧流田送風機び停止しをでの表示び;肖なします。 


な駆 1IM 


参保守-点検、長期間のな管などのために循環かを抜く場合は、エアー巧きバルブを開いでおこない、 
エアー抜き配管の水をが水しでください。また、エアー巧きパルブは開いたままにしでおいでください。 
参長期間の保管後、再び設置する場合ち「試運転」のま順にしたびい、試運転をおこなつでください。 


、ネリめでお使いになるとさのミ主意 


•初めでお使いになるときは、耐熱望料やパッキンなどび焼き付くまで煙と臭いび出ます。このよラな場 
合はお部屋の窓を（給が気筒トップ取巧け場所より離れた巧）をかし開け、半曰から1曰程度「大乂力」 
運転をしでください。 

また、小鳥やル動物などに影響する場合び考えられますので、この間は部屋に入れないでください。 


-メモー 
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信越. 
北陸地区 


新爲 支店 
三を サー ビス它ン ター 
が 爲東 営業所 
長野営業所 
松本営業戸斤 

丢おま 店 
金ミ只サービス它ンター 
富山営業所 
福片営業所 


関東地区 


仙台巧宮城野区 a ノ化の1 -7-32 
仙台巿冨城野区日ノあの1 -7-31 
排山巿亀坦 1-51-9 
山お巿東青田 3-6-28 
酒坦巿錦の1-183-1 


東を都:!ヒ区豊島 8-4-8 

東京都化区豊島 8-4-8 

東を都：!ヒ区豊島 8-4-8 

立り I 巧言松町 1-22-3 

松戸巿高塚新田95-日 

横巧巧戸塚区原宿4 了目 7-1 3 

山梨県中巨摩郡昭和の西を2491 -2 

さいたま巧北区冨原町 1-674-2 

さいたま市北区宮原の1 -674-2 

高崎巧問屋の西 1-3-22 

宇都宮市藥瀬の2313 

义田巧言林東の237己 

水戸巿苦原町 653-2 

つくば市谷田部 6788-1 9 


東海地区 


近畿* 
四国地区 


中国地区 


九州地区 


名ち屋市熱坦区お田の 16-1 1 
ちち屋巿熱坦区桜旧町 16-1 1 
静閥市駿巧区高松 2-15-30 
山ま阜巿六条南 2-7-8 
ま巿高茶屋 3-29-38 
沼澤巿西椎路 888-1 

吹田巿南金坦 1-8-47 
吹田巿南を旧 1-8-47 
高松巧今里の 1-8-5 
京都巿伏見区け旧段ノ川原の 70-1 
巧口巧西区枝吉 5-1 32 
彥根巿正る寺の南化78 
福知山市爲巧東の68 
松山巿西垣を fflJ 780-3 

広島巿受を南区祇園 3-27-20 
広島巧ま化南区巧園 3-27-20 
岡山巧化区辰已 35-1 03 
米寺巧目ス美の 235-1 
周南巿徳山ぎーノ巧寺 5631-4 


〒456-0004 TEU 052)746-6600( げ表） 

干 456-0004 TEU 052)746-6603 (代表） 

干 422-8034 TEL (05 斗) 238-0005 (代表） 
〒500 -8358 TEL (058)268-7555( げ表） 

〒51 4-0819 T 巨しの 59)234-847 1(げ表） 
干41 0-0303 TEL (055)968 —6210(巧表） 

〒日日 4-0044 TEL (06)6380-21 11(げ表） 

〒564-0044 TEU 06)6386-5670 (代表） 

干 760-0078 TEL (087) S 35-171 1(代表） 

〒目 12-8414 TEU 075)643-2002( 代表） 

〒651 -2 133 TEL の 78)922-243 1(代表） 
〒522-0024 TEU 0749)24— 6239(代表） 

干 620-0061 TEU 0773)22-0827( 化表） 

〒791 -8044 TEL (089)968-7351 (代表） 

〒731 -01 38 TEL (082)87 1 -331 0(代表） 

〒731-0138 TEU 082)871-3315 (代表） 

干700 -0976 TEL (086)243-7751( 代表） 

干 683-0035 TEU 0859)33_81 57(げ表） 

于 745-0882 TEL (0834)22 -已567(代表） 


FAX の 52)884 — 6己51 
FAX の 52)884-6554 
FAX (054)238-0006 
FAX (058)268-7550 
FAX の 59)234 — 8472 
FAX (055)968-6212 

FAX の 6)638 目-7262 
FAX の 6)6386 — 5588 
FAX (087)835-0160 
FAX の7日)目 43 — 0870 
FAX の 78)922 — 2438 
FAX (0749)2 日一2116 
FAX の 773)23— 7日92 
FAX (089)968-7353 

FAX (082)871-3306 
FAX (082)871-0272 
FAX (086)243-7191 
FAX の 859)23 —0709 
FAX (0834)22 -已 589 


福岡市博を区東比恵 2-2-40 千8 12-0007 

福岡巧博多区東比恵 2-2-40 干81 2-0007 

北九州巿か意化区愛若 2-6-4 〒803-0828 

鹿巧島市坦上 7-16-5 干 890-0034 

熊本巿尾ノ上 1-11-12 干 862-0913 

長崎県西彼か郡時津の左底郷巧坦 74-1 干851 -21 06 
富崎巿露島 3-59- 2 〒880-0032 

大分巿云佐1 -19-7 干 870-01 08 


TEL の 92)474-5771( げ表） 
TEU 092) が 4-6001 (代表） 
TEL の 93)592-8611 (代表） 
TEU 099)281-1321( 代表） 
TEL の 96)367-7361 (代表） 
TEL の 95)882-7710 (代勤 
TEL (0985)29-1 680(げ表） 
TEL の 97)523-51 目1(代表） 


FAX (092)474-5775 
FAX (092)474-6414 
FAX の 93)592-8666 
FAX (099)281-1252 
FAX の 96)369-6323 
FAX (095)882-7767 
FAX (0985)25-0685 
FAX (097)523-5162 


干030 -094 日 TEU 017)742 — 8255(巧勤 
干030 -094 日 TEL (01 7)743-2971 (代表） 
干01 0-091 7 TEU 018)864-5671( げ表） 
〒〇 10-0802 TEUOl 8)864-521 9(げ表） 
〒〇 31-0073 TEL (01 78)24-5289( げ贵 
〒〇 31-0073 TEL の 178)47-6609( 代表） 
〒〇 36-808 目 T 巨し (0172)28-3910( げ表） 
〒〇 36-8086 TEU 0172)2 目一4770(巧表） 

干020 -0823 TE しの 19)622-4791( げ贵 
干020 -0823 TEL の 19)604-0281( 巧表） 
干 023-0002 TEL の 197)22-41 55(げ表） 

干 983-003 日 了巳1_(022に3日-3181(げ載 
T 983-0035 TEL (022)783-1 791(巧表） 

干 963-8033 TEU 024)938-2240( げ表） 

干 990-2423 T 巨しの 23)642-3255( げ表） 
干 998-01 03 TEL (02：34)31—057 U げ黃 


FAX (01 7)742-8275 
FAX の 17)743-11 18 
FAX の 18)864-8468 
FAX (018)864-5760 
FAX (0178)45-4290 
FAX の 178)71-1344 
FAX の 172)28-0191 
FAX (0172)29-1133 
FAX の 19)622-5244 
FAX の 19)604-0283 
FAX (0197)22-4452 

FAX (022 に 36-8810 
FAX (022)783-1792 
FAX (024)938-3021 
FAX の 23)642-32 日 4 
FAX の 234)31—0581 


Til 4-0003 TEL (03)3927 - 1151 (代表） 

Til 4-0003 TEL (03)391 1-1 131 (け表 

Til 4-0003 TEL の 3)3927-11 52(代表 
干 190-0011 TEL の 42)519-5271 (代表ミ 
T 270-2222 TEL (047)31 2-8330(|-^^ 

干 245-0063 TEU 045)852-4008 (け表 

于 409-3866 TEL (055)268- 1567(代表) 

干331 -08 12 TEL の 48)65 1 - 1722(代表ミ 
〒331 -08 12 TEL (048)651 -1231 (代表) 

干 370-0007 TEU 027)361 -4806 (け表 

于321 -0933 TEL の 28 ) 632 - 51 〇 5 (代表5 
干 373-0825 TEL の 276):38-6571 (代表) 
于31 0-0852 TEU 029)241-21 72(代表 

干 305-0861 TEU 029)839 — 5325(け表 $ 


FAX (03)3927-1 160 
FAX (03)3927-1 130 
FAX (03)3927-1 160 
FAX (042)528-2382 
FAX (047)31 2-8338 
FAX (045)852-5540 
FAX (055)268-1569 
FAX の 48)651-6370 
FAX (048)651-6370 
FAX (027)361-9139 
FAX (028)632-5205 
FAX の 276)38—5508 
FAX (029)241-4268 
FAX (029)836-1913 


干 955-0864 
干 95 日-0864 
干 950-0855 

干％ 1-0022 

T 399-0033 

T 920-0027 
干 920-0027 
干 930-0985 
干91 8-8237 


TEU 0256)32-2126( げ表） 
TEL の 256)32-21 29(代表） 
TEU 025)286-9131 (代表） 
TEL の 26)221-51 11(代表） 
TEU 0263)26-0051( げ表） 

TEL の76に 60-0 日67(げ表） 
TEU 076)260-0038( 代表） 
TEU 076)444-0567( げ表） 
TEU 0776)23-0567 (代表） 


FAX の 256)35 — 8519 
FAX (0256)32-2137 
FAX (025)286-3313 
FAX の 26)221-0039 
FAX (0263)25-9961 

FAX (076)260-0775 
FAX (076)260-0738 
FAX (076)444-0611 
FAX (0776)23-0580 


東化地区 


青 森ち 度 
青巧サービスじンター 
が田営業所 
秋田サービスじンター 
ノ、戸営業所 
ノ、戸サービス亡ンター 
ミム前営業所 
弘前サービス它ンター 
盛岡営業所 
盛岡サービス它ンター 
が 巧 営業 巧 


青森巿古館1了目 12-38 
青巧巧ち館1了目 12-38 
秋田巧泉中央4 了目 4-1 8 
秋坦巿外祖川王千刈 109-1 
ノ、戸巿売市4了目 4-7 
ノ、戸巧売巧4了目 4-7 
化前巿®園い 2-1 
化前巧田園 1-2-1 
盛岡巿門 2-1-42 
盛岡巧門 2-1-42 

奥州巧水巧区化巧工業団地4 了白79 


ホし幌巿白石区平和通16 了目南 1-1 9 〒〇 03-0028 

すし幌巧白5区米里3ま 2 T 目 6-25 干003 -0873 

函館巿西ち梗の21 -2 〒〇41 -0824 

祖川巧東旭川南1ま2 了目2-日 〒〇 78-8261 

帯広巧西18を化1了目 17-1 〒〇 80-0048 

訓路巧巧園の 4-1 7 干 085-0038 

化見巿美ちの 9-1-30 〒〇 90-0064 


TEL の1 1)864-0440 (代表） 
TEL (01 り 879-2121 (代表） 
TE しの1 38)48-6070 (代表） 
TEL (01 66)37-2330( 代表） 
TEL の15日た 5-7 日18(代表） 
TEL (01 己 4)24—41 91(代表） 
TEUOl 57)26-21 03( f-\：a 


FAX の1 1)863-3154 
FAX (01 1)871-2400 
FAX の 138)48-6080 
FAX (01 66)37-2338 
FAX (0155)35-7510 
FAX (01 54)24-0451 
FAX (01 57)26-2107 


北海道地区 


沖縄地区 


巧縄営業所宜野這市宇地泊738 

シー サイド- パー ク102 


干901 -2227 TEU 098)897 — 5677(代表 ） FAX の 98)897 — 5679 


12041102 


本巧-工場兰桑市東新保 7-7 〒9日5-8日10 TEL(0256)32-21 11(大げ表） 

柏崎工場 柏崎市宝の 2-58 〒945-0817 TEL(0257)23-51 7日(げ表） 

長岡工場 長岡市下条町着ノ浦1069干 940-1 146 TEL(02 已 8)22 — 2121 ( げ表） 


株ぶちな 


ホームぺージ http://www.corona.co.jp/ 


お客様ご相談窓□一覧表 


修理サービスや製品(こついでのご相談は機種咨をご確認の上、 
お買いあげの販売店または下記のご相談窓□にご依頼ください。 

ご転居やご贈爸品などでお困りの場含は、下記のおおくの窓□じご相談く 
ださい。 

名础、所を地、電話蓄号は、変更する場ちがありますのでご3霜くださし、。 


•アフターサービスのお問い合わせは下記へどラぞ 


コ□ナサービスセンター 
^ 0120 - 919-302 

(修理受付専用ダイヤル） 

FAX 0120-919-322 


携帯電話 ‘ PHS 等からは 
最寄のサービスセンター 
へ直接おかけください。 
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